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事業実施状況の報告について 
 

「沖縄大工	 親泊次郎の仕事展」実行委員会 
代表	 照屋寛公 

 
	 「沖縄大工	 親泊次郎の仕事展」実行委員会の事業実施状況について、別紙

のとおり報告いたします。 
	 本実行委員会の名称は、助成願書の提出時は（仮称）「伝統木造技術と親泊郎

展」実行委員会としておりましたが、事業内容の具体化にともない、表記のよ

うに変更いたしました。 
	 本事業は、事業の記録冊子の作成をもって完結する予定ですが、重要な事業

である「沖縄大工・親泊次郎の仕事展」を無事実施することができましたので、

実施状況について、別紙のとおり現時点の報告をいたします 
	 報告の内容は、下記のとおりです。 
 

記 
 

	 １.「沖縄大工	 親泊次郎の仕事展」の準備の過程と実施状況 
	 ２.「沖縄大工	 親泊次郎の仕事展」に関する報道資料 
 

以上 
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　本報告は、（仮称）「伝統木造技術と親泊次郎展」実行委員会として2016年3月10日に
（公財団）おきぎんふるさと振興基金への助成願書を提出した事業の実施状況の報告です。
　実行委員会の名称は、企画の実施段階において「沖縄大工　親泊次郎の仕事展」実行委員
会とすることとなりました。
　本事業は、2016年9月4日から9月18日に実施した「沖縄大工　親泊次郎の仕事展」をも
って主たる事業実施を終えておりますが、その記録冊子の作成まで実行委員会の活動を継続
することとしております。
　本報告は、記録冊子の編集過程の2017年5月末時点での事業報告となります。
　記録冊子の完成時には再度、最終事業報告および会計報告をいたします。

１）「沖縄大工　親泊次郎の仕事展」の準備段階
　2015年6月に、親泊次郎さんの仕事と活動を知る有志により（仮称）「伝統木造技術と親
泊次郎展」（以下、「親泊次郎展」）の実施を目標とする実行委員会を結成した。実行委員
会は建築関係者および親泊次郎さんの仕事の拠点である南風原町の南風原文化センターのス
タッフにより構成された。
　実行委員会は事業の検討を行い、2016年度に「親泊次郎展」を実施することを目標とし
て、資料の整理と調査活動を行うこととした。
　2015年9月以降に、親泊次郎さんとの懇談を重ね、ご本人の経験、建築に対する考え方等
をうかがい資料の作成を進めた。
　2016年5月に企画展の計画を検討し、「沖縄大工　親泊次郎の仕事展」を2016年9月4日
から9月18日に南風原町立南風原文化センター企画ホールで実施することを定め、具体的な
展示の準備作業を開始した。

２）「沖縄大工　親泊次郎の仕事展」の展示準備
　2016年5月から展示直前まで、具体的な展示物の準備を行った。
　それまでに資料化したものの整理に加えて、親泊次郎さんご自身が木造建築模型をすでに
作成されており、さらに伝統建築の小屋組および継手仕口を説明するための模型の作成を進
められた。
　展示準備の過程で模型および伝統建築に関して親泊次郎さんが建築専攻の大学生に解説す
る場面を映像で記録したが、一連の映像を編集したものを映像作品として、会場で展示する
こととなった。



３）「沖縄大工　親泊次郎の仕事展」の実施
①展示内容
　展示物は当初の予定よりも点数が増え、以下のものを展示した。
１）親泊次郎さんの年譜（経歴と仕事）
２）親泊次郎さんの語録（ご自身の歩み、建築について）
３）沖縄の歴史的木造建築物について
４）建築用語と民俗について
５）親泊次郎邸について
　　（建設過程と現況写真、図面、板図、解説）
６）桃林寺について
　　（親泊次郎さんが作成された各種図面、詳細原寸図他）
７）伝統建築の軒先模型（親泊次郎さん作製）
８）継手仕口の解説模型（親泊次郎さん作製）
９）実際に使用した大工道具
10）映像資料「木造技術を教える親泊次郎さん」
11）首里城右掖門、真壁ちなー、聖現寺、瀬底拝所、小禄神社
　パネル44枚および多数の写真、模型７点、図面・板図等の資料、映像資料の上映、大工
道具に至る展示となった。
　
②企画展の実施
　予定通り、2016年9月4日（日）から9月18日（日）まで、「沖縄大工（ウチナーゼー
ク）親泊次郎の仕事展」を南風原町立南風原文化センター企画ホールにおいて実施した。
　平日の日中を含めて多くの来場者が来場があった。実行委員会の想定を越える多数の入場
者があり、記帳された人数が来場者の一部であることから推定して、計3000人程度の方の
来場があったものと思われる。
　町内の一般の方、建築・建設業関係者、建築を学ぶ学生、親子連れなど、様々な方が来場
していた。服装から建設業関係者と判断される方やその団体、歴史に関心のある方の複数回
の来場、継手仕口模型を体験する親子、映像資料の親泊次郎さんの説明を聞きながら、その
場で解説を加える年配の元大工さんなど、展示を見て体験する姿も多様なものがあった。
　期間中の9月17日（土）には、親泊次郎さんの自宅の特別見学会を行い、参加希望者とと
もに会場から木造三階建ての自邸を訪れた。
　以上については、実行委員会から新聞紙上でのお知らせを行うとともに、期間中に新聞、
テレビ他のマスコミ取材を受け、多方面に紹介された（別紙資料参照）。

４）企画展の実施後の記録集作成
　企画展の内容については、資料として残す価値のあるものが多く、各種資料と展示物の写
真記録などを整理する活動を続けることとなった。記録集の作成は本報告の時点で継続して
おり、できるだけ早い時期に編集と印刷を行い、各方面に報告する予定である。


















